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■専門分野　応用微生物学，バイオマス変換化学
現在の研究テーマ
・キノコによる加硫天然ゴムの分解，および脱硫メカニズムの解明
・キノコを使った加硫ゴム再資源化プロセスの開発

■特許
・軟化ゴムの製造方法２（特願2022-39379）佐藤　伸
・軟化ゴムの製造方法（特願2021-163025）佐藤　伸
・ゴムの分離方法（特願2021-001125）佐藤　伸，濱田賢作
■総説　
・�「ゴム分解キノコの発見とそれをつかったゴムの再資源化」2022年，『きのこだより』，第45
巻�36-41

・�「ゴム分解キノコの発見とそれをつかった加硫ゴムの再資源化」2022年，『ポリマー TECH』，
第15巻�33-36�

・�「ゴム分解キノコの発見とそれをつかった加硫ゴムの再資源化」2022年，『日本ゴム協会誌』，
第95巻，1号
■研究発表
・�「木材腐朽菌Trichaptum種による加硫天然ゴムシートの劣化分解は炭酸カルシウムフィラー
の脱離と関連する」環境バイオテクノロジー学会（東京）2022年11月

・�「Biodeterioration�of�natural�rubber�sheets:�Removal�of�calcium�carbonate�filler�may�
be�a�trigger�for�the�degradation�by�wood�decay�fungi,�Trichaptum�abietinum�and�
Trichaptum�biforme」ISBP2022�(Sion,�Switzerland)�2022年9月

・�「Biodeterioration�of�natural�rubber�sheets:�Removal�of�calcium�carbonate�filler�may�
be�a�trigger� for� the�degradation�by�wood�decay� fungi」RubberCon2022（Kuara�
Lumpur,�Malaysia)2022年9月

・�「X線マイクロCTを用いた木材腐朽菌Trichaptum�abietinumによる加硫ゴム分解挙動の微細
構造解析」日本ゴム協会年次大会（東京・オンライン）2022年5月
■査読付き投稿論文
・�「Deterioration�of�vulcanized�natural�rubber�sheets� is�associated�witrh�removal�of�
calcium� carbonate� filler� by�wood-decay� fungi,� Trichaptum� abietinum� and�
Trichaptum�biforme」�S.�Sato�H.�K.�Tien,�W.� Inamori,�F.�Yoneyama,�A.�Mase.�2023�
『Fungal�Genomics�and�Biology』，13(4),�1-6
・�「X線マイクロCTを用いた木材腐朽菌Trichaptum�abietinumによる加硫天然ゴム分解過程の
微細構造解析」佐藤伸，濱田賢作，武田佳彦�『日本ゴム協会誌』�2022�第95巻3号,�77-79
■科学研究費補助金
・�JSPS�2023年度基盤研究（C）「ゴム分解キノコの物性低下因子の特定とそれを用いたゴムの
再資源化」（2023～ 2025）
■所属学会　日本木材学会，日本農芸化学会，高分子学会，日本生物工学会，日本ゴム協会

■取得学位　農学博士（京都大学）
■略歴
2013年４月　鳥取環境大学環境学部環境学科准教授�

■専門分野　土壌学，生物地球化学
現在の研究テーマ
・水系に移動した土壌物質を利用して流域内の生態系が受けた変化を予測する研究
・土壌有機物の分解過程をモデル化することにより陸域生態系の炭素動態を明らかにする研究

■著書
・�水・土壌の基礎知識とツーリズム�（共著（第2章を単著））「自然観光の科学」�朝倉書店,12-19.�2025
・�持続可能な社会における土壌資源管理とその指標化（共著（06章を単著））「SDGsを考える」
ナカニシヤ出版,�pp.�99-111.�2020

・�10.4　土壌劣化と砂漠化�(共著（10.4節を単著）)�「改訂�土壌学概論」朝　倉書店,�pp.�167-
173.�2020

・�03土の黒さから考える自然資源の保全と利用の適切なバランス（共著（03章を単著））公立鳥
取環境大学環境学部「こちら公立鳥取環境大学環境学部です！」今井出版,�pp.�28-34.�2019
■論文・報告
・�有機質資材を施用した山田錦栽培田における玄米収量と土壌の関係（共著）地域イノベーショ
ン研究�10,�12-20.�2023

・�有機質資材連用年数が水稲による窒素吸収量及び水田土壌中の窒素含量に与える影響�(共著)�
地域イノベーション研究�9,�11-16.�2022

・�有機質資材の投入が酒造好適米の生産環境に与える影響�(共著)��地域イノベーション研究�8,�
22-26.�2021
■所属学会　日本土壌肥料学会，日本ペドロジー学会，日本地理学会，日本水環境学会

■取得学位　博士（農学）（京都大学）
■略歴
2008年３月　京都大学農学研究科博士後期課程修了，博士（農学）
2008年４月　日本原子力研究開発機構博士研究員
2009年１月　首都大学東京都市環境科学研究科助教
2010年８月　米国オハイオ州立大学博士研究員
2011年９月　鳥取環境大学人間形成教育センター講師
2016年４月　公立鳥取環境大学大学院環境経営研究科准教授
■主な担当科目　基礎土壌学，環境土壌学，水環境学，化学実験

 s-sato@kankyo-u.ac.jp

≪研究内容の紹介・授業の特徴等≫
　鳥取県内で加硫ゴムを分解するき
のこを発見しました。ゴムを分解す
るきのこの機能は加硫したゴムのリ
サイクルに役立つのではないかと企
業からも注目されており，環境負荷
の少ない微生物の機能を活かした加
硫ゴムの再資源化技術の開発に取り
組んでいます。

≪先生からの一言≫
　土壌がその母材である岩石などか
ら生成するスピードに比べ，人が利
用して劣化させてしまう速度があま
りにも速く，そのアンバランスが問
題になっています。いかにすればそ
のバランスを回復し，維持し続けら
れるのか，一緒に考えてみませんか。
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 https://sites.google.com/site/kadonoslab/　  　　　　
http://yumenavi.info/lecture.aspx?GNKCD=g007308

 kadono@kankyo-u.ac.jp


